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そ

う

さ

く

愛
知
・惣
作
遺
跡

所
在
地
　
　
　
愛
知
県
安
城
市
木
戸
町
惣
作

調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）

一
〇
月
１
二
〇
〇
五
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
⑫
愛
知
県
荻
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
宮
腰
健
司

・
鈴
木
正
貴

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
古
墳
時
代
、
奈
良
時
代
―
平
安
時
代
、
戦
国

時
代
―
江
戸
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

惣
作
遺
跡
は
、
矢
作
川
に
沿

っ
て
南
流
す
る
鹿
乗
川
の
左
岸
、

標
高
約
七
ｍ
の
自
然
堤
防
上
に

立
地
す
る
。
鹿
乗
川
に
沿

っ
た

一
帯
に
は
、
人
面
文
土
器
が
出

土
し
た
亀
塚
遺
跡
な
ど
、
弥
生

咆

時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て

岡
　
の
集
落
遺
跡
や
古
墳
、
奈
良
時

代
創
建
の
寺
領
廃
寺
な
ど
多
数

の
遺
跡
が
あ
る
。

今
回
の
調
査
は
、
鹿
乗
川
の
河
川
改
良
工
事
に
伴
う
も
の
で
、
検
出
し
た
主

な
遺
構
と
し
て
は
、
弥
生
時
代
中
期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
の
竪
穴
建
物
や
土
器

棺
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
掘
立
柱
建
物

・
土
坑
な
ど
が
あ
る
。
特
に
、

一
〇
世
紀
の
大
型
土
坑
周
辺
で
は

「賀
」
「井
」
「方
」
「夙
」
「盈
」
な
ど
と
記

す
墨
書
椀

。
皿
が
計
四
二
点
出
土
し
、
寺
領
廃
寺
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
瓦

や
、
東
側
の
落
ち
込
み
で
は
銅
滓
も
出
土
し
注
目
さ
れ
た
。

木
簡
は
、
大
型
土
坑
の
北
側
を
東
西
に
走
る
河
道
の
上
層
か
ら

一
点
出
土
し

た
。
同
層
か
ら
は
、
横
槌
や
竪
杵

・
板

・
杭
な
ど
の
木
製
品
が
ま
と
ま
っ
て
出

土
し
て
い
る
。
時
期
は

一
〇
世
紀
中
葉
頃
で
あ
る
。

８
　
木
街
の
釈
文

・
内
容

〔力
ヵ
〕

⑪

　

「□
口
□
□
□
□
口
」
　

　

　

　

　

　

　

　

的］撰
】
苫
ｏ
ｏＦ

上
端
は
ほ
ぼ
水
平
に
切
ら
れ
、
上
面

・
側
面
と
も
平
滑
に
な
る
よ
う
調
整
さ

れ
て
い
る
。
下
端
は
表
裏
及
び
側
面
が
削
り
込
ま
れ
先
尖
り
状
を
呈
す
る
。
全

体
に
風
化
が
激
し
く
肉
眼
で
は
墨
書
の
判
読
は
難
し
い
。
赤
外
線
カ
メ
ラ
に
よ

る
観
察
で
、
六
―
七
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
内
容
に
つ

い
て
は
不
明
。
な
お
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
福
祉
大
学
の
福
岡
猛
志
氏
の

ご
教
示
を
得
た
。

（宮
腰
健
司
）




